
に
代
表
さ
れ
る
落
葉
広
葉
樹
林
で
す
。
ミ
ズ
ナ
ラ
は
秋
に
ど
ん
ぐ
り
を

つ
け
る
ブ
ナ
科
の
樹
種
で
、
皆
さ
ん
に
も
馴
染
み
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
。
八
演
の
森
に
入
っ
て
み
る
と
、
ミ
ズ
ナ
ラ
の
多
く
は
株
立
し
て
い

ま
す
。
昭
和
30
年
代
頃
は
、
こ
の
周
囲
で
炭
焼
き
を
行
な
っ
て
い
て
、

そ
の
材
料
に
こ
こ
の
ミ
ズ
ナ
ラ
が
使
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
今
で
も
八
演

の
林
内
を
歩
い
て
い
る
と
、
昔
の
炭
焼
き
窯
の
跡
を
目
に
し
ま
す
。
こ

う
し
て
炭
の
材
料
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
ミ
ズ
ナ
ラ
は
、
切
り
株
か
ら
萌

芽
と
い
う
形
で
再
生
し
、
そ
れ
が
現
在
の
森
の
様
子
に
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
ミ
ズ
ナ
ラ
の
切
り
株
か
ら
年
輪
の
数
と
幅
を
測
定
し
て
み
る
と
、

そ
れ
を
裏
付
け
る
結
果
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

ミ
ズ
ナ
ラ
に
加
え
、
ヤ
エ
ガ
ワ
カ
ン
バ
（Betula davurica Pall.

）

〒 386-2204 長野県上田市菅平高原 1278-294
☎ 0268-74-2002　FAX 0268-74-2016
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野
辺
山
高
原
の
大
学
の
森

野
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大
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の
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筑
波
大
学
生
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環
境
系　
准
教
授

筑
波
大
学
生
命
環
境
系　
准
教
授

山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
八
ヶ
岳
演
習
林

山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
八
ヶ
岳
演
習
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清清せ

い
の

せ
い
の野野　
達達た

つ
ゆ
き

た
つ
ゆ
き之之

→
図３：ヤエガワカンバ（手前左）とシラカンバ（右奥）の樹
皮の違い

　

八
ヶ
岳
の
東
麓
に
位
置
す
る
長
野
県
南
牧
村
の
野
辺
山
高
原
は
、
高
原

野
菜
の
産
地
と
し
て
ご
存
じ
の
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
こ
こ
に
も
筑
波
大

学
の
野
外
研
究
施
設
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
筑
波
大
学
山
岳
科
学

セ
ン
タ
ー
八
ヶ
岳
演
習
林
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。

　

筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
八
ヶ
岳
演
習
林
（
以
下
、
八や
つ
え
ん演

）
は
、

野
辺
山
高
原
の
標
高
約
１
３
６
０
ｍ
に
あ
り
ま
す
。
演
習
林
と
は
、
大
学

の
森
林
科
学
の
教
育
研
究
の
た
め
に
開
設
さ
れ
た
大
学
の
森
で
す
。
こ
こ

で
は
林
業
や
生
態
学
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
の
最
前
線
と
し
て
、
少
数
の

ス
タ
ッ
フ
で
す
が
通
年
で
維
持
管
理
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、

八
演
の
森
の
様
子
を
簡
単
に
解
説
し
ま
す
。

　

八
演
の
森
は
ミ
ズ
ナ
ラ
（Quercus crispula Blum

e var. crispula

）

図１：落葉期の八ヶ岳演習林の森、株立したミズナラとヤエ
ガワカンバの森

と
い
う
シ
ラ
カ
ン
バ
（
白
樺
）
と
同
じ
カ
バ
ノ
キ
科
の
樹
木
も
多
く

観
ら
れ
ま
す
。
シ
ラ
カ
ン
バ
に
似
て
い
ま
す
が
、
和
名
の
由
来
に
も
な
っ

た
八
重
に
樹
皮
が
重
な
っ
て
裂
け
る
面
白
い
幹
が
特
徴
で
す
。
な
ん
の

こ
と
は
な
い
雑
木
に
見
え
ま
す
が
、
日
本
で
は
長
野
県
の
野
辺
山
周
辺

と
北
海
道
の
一
部
で
し
か
観
ら
れ
ま
せ
ん
。
実
は
希
少
種
だ
っ
た
り
し

ま
す
。

　

八
演
は
森
林
に
加
え
て
、
湿
原
も
広
く
観
ら
れ
る
こ
と
も
特
徴
の

一
つ
で
す
。
イ
ネ
科
の
ヌ
マ
ガ
ヤ
（M

oliniopsis japonica (Hack.) 
Hayata

）
と
、
ヤ
エ
ガ
ワ
カ
ン
バ
と
同
じ
カ
バ
ノ
キ
科
の
樹
木
で
湿
原

に
生
え
る
ハ
ン
ノ
キ
（Alnus japonica (Thunb.) Steud.

）、
バ
ラ
科
の

低
木
の
ズ
ミ
（M

alus toringo (Siebold) Siebold ex de Vriese
）
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ズ
ミ
は
長
野
県
の
名
産
で
あ
る
リ
ン
ゴ
の
台
木

と
し
て
ご
存
じ
の
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
他
に
も
湿
原
で
し
か

観
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
希
少
な
植
物
も
ひ
っ
そ
り
と
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

野
辺
山
高
原
か
ら
少
し
離
れ
た
管
理
棟
が
あ
る
構
内
は
、「
恵
み
の
森
」

と
し
て
一
部
を
皆
さ
ん
に
も
公
開
し
て
い
ま
す
。
散
策
路
を
歩
き
な
が

ら
、
こ
れ
ら
の
植
物
に
思
い
を
馳
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
ご

来
林
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

図２：初春の八ヶ岳演習林の湿地林

→

　

当
施
設
で
は
、
敷
地
内
の
樹
木
園
を
平
日
に
一
般
公
開
し
て
い
ま
す
。
左
記
の

月
ご
と
の
よ
う
す
を
参
考
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
正
門
か
ら
入
っ
て
正
面
の

建
物
内
で
来
訪
者
の
受
付
を
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
そ
の
年
の
気
象
状
況
に
よ
っ

て
開
花
時
期
な
ど
は
変
わ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

樹
木
園
で
見
ら
れ
る
主
な
花
や
果
実
（
時
期
の
目
安
）

４
月
※　
〈
花
〉
マ
ン
サ
ク
、
バ
ッ
コ
ヤ
ナ
ギ
、
カ
タ
ク
リ
、
コ
ブ
シ
、
ダ
ン
コ

ウ
バ
イ
、
ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ヤ
マ
ナ
ラ
シ
、
フ
サ
ザ
ク
ラ

５
月　
〈
花
〉
シ
ロ
モ
ジ
、
オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ハ
ウ
チ
ワ
カ
エ
デ
、
ブ
ナ
、
マ

メ
ザ
ク
ラ
、
イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
①　
（
木
々
が
芽
吹
き
だ
す
）

６
月　
〈
花
〉
ミ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
②
、
ツ
リ
バ
ナ
、
マ
ユ
ミ
、
サ
ワ
フ
タ
ギ
、
ハ
ク

ウ
ン
ボ
ク
、
ハ
ナ
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
ボ
ク
、
カ
マ
ツ
カ

７
月　
〈
花
〉
イ
ヌ
ツ
ゲ
、シ
ナ
ノ
キ
、ミ
ヤ
マ
イ
ボ
タ
、ウ
リ
ノ
キ
、ヤ
マ
ボ
ウ
シ
、

ク
リ　
〈
果
実
〉
ミ
ヤ
マ
ウ
グ
イ
ス
カ
グ
ラ
、
ヤ
マ
グ
ワ

８
月　
〈
花
〉
イ
ヌ
エ
ン
ジ
ュ
、
ノ
リ
ウ
ツ
ギ
、
リ
ョ
ウ
ブ
、
ハ
リ
ギ
リ　
〈
果
実
〉

ツ
ノ
ハ
シ
バ
ミ
、
ニ
ワ
ト
コ
、
ナ
ワ
シ
ロ
イ
チ
ゴ

９
月　
〈
花
〉
コ
シ
ア
ブ
ラ　
〈
果
実
〉
オ
ニ
グ
ル
ミ
、
オ
オ
ツ
リ
バ
ナ
、
ナ
ワ
シ

ロ
イ
チ
ゴ
、
ザ
リ
コ
ミ　
（
キ
ノ
コ
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
）

10
月　
〈
花
〉
マ
ル
バ
ノ
キ
③　
〈
果
実
〉
ミ
ヤ
マ
ガ
マ
ズ
ミ
、
コ
マ
ユ
ミ
、
ト
チ

ノ
キ
、
メ
ギ
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ　
（
紅
葉
が
始
ま
る
）

11
月
※
〈
果
実
〉
ツ
ル
リ
ン
ド
ウ
、
イ
チ
イ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ミ
シ
、
ツ
ル
ウ
メ

モ
ド
キ
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
ゴ
ヨ
ウ　
（
落
葉
が
進
む
）

※
積
雪
状
況
に
よ
っ
て
は
閉
園
と
な
り
ま
す　
　
　
　
（
技
術
専
門
職
員　

山
中
）

2 月に開催した「SDGs フォーラム in 
信州上田　みんなで捉えろ ! 気候変動
と生物多様性｣ の講演を、YouTube
で公開しています。

筑波大学
山岳科学センター
@TsukubaMSC

樹
木
園　

花
と
果
実
の

樹
木
園　

花
と
果
実
の
暦暦こ

よ
み

こ
よ
み

①②③

「2023 年度 SDGs フォーラム in 信州上田 _7
（講演「上田の身近な自然の魅力～高原・た
め池・山城の草原再生～」田中 健太）」より



　

野
外
に
は
キ
ノ
コ
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
菌
類
が
い
ま
す
。

大
学
の
先
生
と
一
緒
に
菅
平

高
原
実
験
所
の
森
で
観
察
し
、
ど
ん
な

菌
類
が
い
る
の
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

親
子
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

●
日
時　

８
月
６
日
（
火
）
10
時
〜
15
時

●
内
容　

午
前
は
フ
ィ
ー
ル
ド
観
察
と
菌
類
の
採
集
、

午
後
は
採
集
物
の
整
理

●
講
師　

出
川
洋
介
（
筑
波
大
学　

准
教
授
）

●
対
象　

小
学
生
〜
高
校
生
（
小
学
３
年
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
）

●
定
員　

16
組
32
名
（
付
添
含
む
）

●
参
加
費　

50
円
（
保
険
代
）

●
会
場　

菅
平
高
原
実
験
所

●
服
装　

森
や
草
む
ら
で
活
動
す
る
た
め
長
袖
と
長
ズ

ボ
ン
、
歩
き
や
す
い
靴
、
帽
子

●
持
ち
物　

昼
食
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、
雨
具
、
軍
手
、

虫
よ
け

●
申
し
込
み　

７
月
17
日
（
水
）

〜
24
日（
水
）に
フ
ォ
ー
ム
か
ら
。

先
着
順
。
複
数
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は
ひ
と
つ
の

フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
数
日
以
内
に
ご
返
信
し
ま
す
。

本
通
信
の
印
刷
・
配
布
は

　
　
　
　
　
　
東
郷
堂
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

次
号
は
９
月
発
行
予
定
で
す

Facebook https://www.facebook.com/sangaku.center　YouTube https://www.youtube.com/c/TsukubaMSC
X https://twitter.com/srs_kyoten　 ●メールでのイベント情報希望はこちら  ikimono_srs@un.tsukuba.ac.jp
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ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
情
報

　

菅
平
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
会
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
）
と
一
緒
に
、
季
節
の
草
花
や
樹
林
を
観
察
し
な
が

ら
通
常
非
公
開
の
大
明
神
の
滝
を
目
指
し
ま
す
。

●
日
時　

７
月
13
日
（
土
）
９
時
30
分
〜
12
時

●
定
員　

30
名

●
参
加
費　

50
円
（
保
険
代
）

●
会
場　

菅
平
高
原
実
験
所

●
服
装
・
持
ち
物　

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
歩
き
や
す
い

靴
、帽
子
、雨
具
、虫
よ
け
、飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）

●
申
し
込
み　

６
月
25
日（
火
）９
時
〜
28
日（
金
）に
、

①
氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
明
記
の
う
え
、
イ
ベ
ン
ト
共
通
の
問
合
せ
先

へ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
順
。
数

名
の
グ
ル
ー
プ
で
お
申
し
込
み
の
場
合
は
、
全
員
の

氏
名
と
住
所
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

・
参
加
の
可
否
に
つ
い
て
数
日
以
内
に
ご
返
信
し
ま
す
。

・
事
前
に
悪
天
候
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
中
止
と
な
り

ま
す
（
中
止
の
場
合
は
前
日
連
絡
）。

・
イ
ベ
ン
ト
当
日
に
体
調
不
良
の
症
状
が
あ
る
場
合
は

参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

〈
イ
ベ
ン
ト
共
通
〉

問　
筑
波
大
学
山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー
菅
平
高
原
実
験
所

　
　

☎
０
２
６
８
・７
４
・２
０
０
２（
平
日
９
〜
17
時
）

　
　
✉ikim

ono_srs@
un.tsukuba.ac.jp

▼フォーム

小
学
生
〜
高
校
生
対
象
イ
ベ
ン
ト

な
つ
や
す
み
菌
類
観
察
会

夏
の
自
然
観
察
会
「
初
夏
の
草
原

と
森
の
観
察
、
そ
し
て
滝
へ
」

　

山
岳
科
学
セ
ン
タ
ー

で
は
経
済
発
展
が
著
し

い
ア
ジ
ア
山
岳
地
域
で

の
生
物
多
様
性
保
全
の

観
点
か
ら
、
２
０
２
２

年
度
、
中
国
や
イ
ン
ド

な
ど
ア
ジ
ア
６
拠
点
と

共
同
研
究
教
育
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
（
事
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

津
田
吉
晃
准
教
授
）。

　

山
岳
地
域
の
様
々
な
生
物
群
を
対
象
に
、
各
拠
点

と
共
同
で
デ
ー
タ
収
集
や
解
析
を
行
う
ほ
か
、
国
際

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
通
じ
て
若
手
研
究
者
の
育

成
を
進
め
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

山
岳
地
域
に
お
け
る
遺
伝
的
多
様
性

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
む
け
た

先
端
研
究
教
育
拠
点
の
形
成

3 月の国際ワークショップセミナー
にて（前列左端は津田准教授）


